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〇 鹿児島県では春を呼ぶイベントとしてすっかり定着した大会ですが，先般無
事終了し，伊佐チームの頑張りにも大きな力をもらったところです。本校のＨ
Ｐのブログ，テレビ、新聞等で御存知だと思いますが，今年は伊佐チームに本
校職員村田慎一（特別支援学級担任），井手迫正大（１年１組担任），両職員が選手
として出場しました。

村田教諭は大口小に赴任以来４回，通算11回目のベテラン，井手迫教諭は高
校生の時に１回出走，それ以来11年ぶりの通算２回目の出走となりました。

大会３日目の郷土入り，恒例の全校応援，その前を井手迫教諭が激走，宮里
監督の選手配置にも感謝しながら，わたしも歳のせいか思わず感動の涙がぼつ
り。応援した子どもたちも，何か感じ学んだはず。日記には多くの感想が 綴
られていました。

〇 一生懸命に何かに取り組む姿に感動を覚え
るのは，人間として当たり前の感情です。
しかし，現代社会において，失敗や真面目

さを笑う人もいます。本校ではそんな児童は
許しません。友だちの真面目な行動や頑張り
を認め，みんなで賞賛する学校を
目指します。
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